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expostに脈 絡 づ けようとしたこことから生じたの
だ｡プラヤ- ･パホンやプラヤー ･ソンらの政治的性
格についての本書の説明を,納得するタイ人がいるだ
ろうか｡タイ国を描いた一切の英語文献のおそるべき
限界を認識しないところに,タイ学の進歩はありえな
い,といっては過言であろうか｡
これらの限界を十分わきまえた上で読むかぎり,こ
んな面白い本はない｡少なくとも,リッブス教授の構
想の雄大さは,読者を圧倒することだろう｡タイ国研
究は,ウイルスソの PoliticsinThailandに加えて
さらに一冊のすぐれたガイドブックを得たのだ｡
(矢野 暢)
紹 介
LLl本崖編著 『東南アジア開発と二重構造』
東京 :1966.222p.
東南アジア経済のひとつの基本的特徴は,その二重
構造,すなわち近代産業部門対伝統的産業部門,輸出
商品生産部門対国内自給生産部門,貨幣経済部門対非
自給自足部門,農業部門対非農業部門,あるいは外国
資本部門対土着資本部門などの対立構造にみいだされ
/Jo
この二重構造は紅主剤用発戦略をきわめて複雑なもの
にする｡それは経済発展の阻｣口内要因となることが多
いとともに,経済発展にともなって二重構造がより強
くなることも多い｡そのため,所得の階級間,産業部
門R乱 あるいは地域間の較差がひろまり,国内の政治
的不安の一因ともなる｡
この基本的な問題について,慶応義塾大学山木登教
授を中心とするグループが6年間にわたっての研究を
すすめられた｡この成果が本書である｡
この共同研究で東南アジアといわれている地域は,
かならずLも厳密ではないが,L｣1本教授の巻頭論文で
は, ｢ECAFE-のアジアの加盟国を指す｡ただし,
イランは除く｣とある｡したがって,わが国で従来採
用されていた広義の東南アジアを意味し,Southeast
Asiaを指していないようだ｡
本書ほっぎの諸論文からなりたっている｡
山本登 :東南アジア経済開発の未来像
大山道広 :低開発経済の構造と発展
矢内原勝 :低開発諸国の二重経済構造の成立
田中拓封:東南アジアの二重経済構造
大西昭 :二重経済構造と経済開発
淡海博明 :二重経済構造と外国貿易
田村茂 :資本蓄積とインフレーション
佐々汲楊子:東南アジア諸国の資本形成の動向
川rtl寿 :二重経済構造と労使関係
したがって,理論的分析と実証的分析との両側面か
らの,それぞれ独立的な論文の収録といった感じが強
い｡いいかえると,個々の論文は,それ自体きわめて
興味洗いが,はたして全体として二重構造が経済開発
にいかなる影･響をおよはすかについての総括的把握に
弱い感じがある｡しかし,この大きな問題の接近とし
て,わが国における東南アジア経済研究の,きわだっ
た業績である｡ (本岡 武)
-205- 395
